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アブラナ科植物の自家不和合性 
における自他識別メカニズムの解明 

 
村瀬 浩司 
東京大学大学院農学生命科学研究科・特任准教授 
 
被子植物の多くは自己の花粉を拒絶して、非自己の花粉でのみ受精する自家不和合性と

呼ばれる性質をもつ。自家不和合性は植物が遺伝的な多様性を確保するために獲得した性

質であるが、雑種強勢を利用した F1ハイブリッド種子の生産にも応用されており、農学上

でも重要な形質の 1つである。アブラナ科植物の自家不和合性は雌ずいがもつ受容体と花

粉に含まれるリガンドの自己特異的な認識によって花粉拒絶反応が誘起されるが、どのよ

うにして雌ずいの受容体が自己と非自己のリガンドを識別しているのかは不明であった。

最近、私達は X線結晶構造解析により、アブラナ科植物の自家不和合性を制御するリガン

ド・受容体複合体の構造決定に成功し、受容体の自己特異的な認識の仕組みを解明した。

また、分子動力学（MD）シミュレーションを利用して、リガンド・受容体の自他識別反応

を解析し、受容体の自己特異的な認識をコンピューター上で再現することに成功した。本

セミナーではこれらの構造解析から明らかになった自家不和合性の自他識別メカニズムに

ついて解説する。 
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